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１．研究概要（目的・狙いなど） 

本研究は SNS キャンペーンに対する新たな戦略の提案である。 

この研究の目的は、企業側と消費者側のニーズの違いを明らかにすることと、企業はこのままの SNS キャンペーン方法でいいの

かを明らかにすることである。 

 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

 ＜SNS キャンペーンに着目した理由＞ 

現在、消費者に商品やサービスを知ってもらうために多くの企業は SNS を利用している。 

・SNS 利用率は年々増えていて、中でも 10 代 20 代の利用率が多い。 

・近年 SNS でのキャンペーン（ハッシュタグや投稿）が流行っている。 

・SNS 戦略とは SNS で話題にしてもらいお客様が発信した情報が好感を持って広がるように工夫することや SNS アカウントを通

じて情報をコントロールすることである 

  

 

３．研究テーマの課題 

SNS キャンペーンに参加したことのない人も参加しようと思える SNS キャンペーンにすることが課題である。また、参加したことの



ある人は SNS キャンペーンにおける条件下での投稿時は普段の投稿時とは異なる感情を抱いているのではないかと考える。 

 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

課題解決の仮説 

SNS キャンペーンでは様々な条件の中で投稿する(図①)よりも、消費者は普段通りの自由な投稿をする(図②)方が、ネガテ

ィブな要素を取り除くことができると考える。 

 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

SNS キャンペーンについてのアンケート調査(2019 年 11 月１日～2019 年 11 月６日) 

調査目的：キャンペーンに参加した際の気持ちと参加しない理由を知るため 

調査対象：10~20 代の大学生男女 140 人 

調査方法：Google アンケート 

有効回答数：140 

 

６．結果や今後の取り組み 

アンケート結果では、80％(112 人)が参加したことがないと回答した。参加したことのない人の主な理由としては、知らない、

興味がない、面倒くさいという 3 点が挙げられたので、企業は消費者に SNS キャンペーンを知ってもらう工夫や取り組みを行う必

要があるといえる。具体的な工夫や取り組みの例としては、必ず特典がもらえる、手軽に参加できる SNS キャンペーンが挙げられ

る。 

次に 20%(28 人)が参加したことがあると回答した。SNS キャンペーンに参加したことのある人の半数以上が、一度投稿すると

完全に消すことができないので不安になる。また、自分の投稿を見て欲しい人以外にも見られてしまうのが嫌であると感じているこ

とが分かった。いずれの結果から SNS キャンペーン参加中は不安や不快感といった潜在的な要因がみられた。つまり、企業は消

費者の潜在的な要因を取り除く SNS キャンペーンを実施する必要がある。 

以上から、企業は SNS キャンペーンを実施する際は、消費者が参加しやすいように普段の投稿時と変わらないシーン作りや不

安や不快感といったネガティブな気持ちを取り除くことが大切だといえる。 
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